
　

10
月
17
日
（
月
）
、
東
秩
父
村

が
個
人
住
民
税
市
町
村
表
彰
を
受

賞
し
、
知
事
公
館
に
お
い
て
、
足

立
村
長
が
上
田
清
司
知
事
か
ら
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
本
表
彰
制
度

発
足
か
ら
７
回
目
の
受
賞
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
表
彰
は
、
平
成
27
年
度
に

個
人
住
民
税
の
納
税
率
な
ど
で
高

い
成
果
が
あ
っ
た
県
内
の
自
治
体

を
表
彰
す
る
も
の
で
、
税
収
確
保

対
策
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

個
人
住
民
税
市
町
村
表
彰
受
賞

も
の
で
す
。
５
部

門
13
市
町
村
が
受

賞
し
、
そ
の
中
の

納
税
率
部
門
で
の

受
賞
と
な
る
東
秩

父
村
の
納
税
率
は

県
内
で
最
も
高
く
、

現
年
課
税
分
の
納

税
率
が
１
０
０
％
、

滞
納
繰
越
分
の
納

税
率
が
76
・
４
％
、

現
年
滞
納
繰
越
合

計
の
納
税
率
が
99

・
９
％
と
県
内
市

町
村
の
第
１
位
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
実
績
を
残
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
も
、
村
民
の

皆
さ
ま
の
納
税
に
対
す
る
深
い

ご
理
解
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ

り
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
公
平
公
正
な
賦
課
徴

収
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　去る９月１５日、さいたま市民会館おおみやにおい
て平成２８年度第４２回埼玉県民生委員・児童委員大
会が開催され、本村民生委員・児童委員の鈴木洋三さ
ん（御堂）、若林雪子さん（御堂）、吉野節子さん（安戸）
が「民生委員・児童委員功労賞」を受賞しました。こ
れは、民生委員・児童委員としての在職期間が１７年
以上で、これまでの地域活動実績が良好な委員が対象
となり、平成１０年１２月より民生委員・児童委員と
して地域または県協議会で積極的な活動が評価され受
賞となりました。

鈴木洋三さん、若林雪子さん、吉野節子さん

民生委員･児童委員功労賞
を受賞

　人間の目には『角膜』という、光を通す働きをし

ている部位があります。病気やけがで角膜が濁った

り変形したりすると視力が低下したり見えなくなっ

たりしますが、透明で正常な角膜を移植することに

より、光を取戻し再び豊かな生活を送ることができ

ます。

　角膜移植は死後、『献眼』（眼球をアイバンクに

寄付して、その角膜を移植に使ってもらうこと）に

より提供された角膜を使用して行います。献眼に年

齢や近視・遠視・乱視・老眼等は関係ありません

（状態によってはできない場合があります）。

　現在、埼玉県はアイバンクへの献眼登録者数が少

ないのが現状です。多くの人に希望を与える『光の

提供』にご協力をお願いします。

まずは、質問からしてみてはいかがでしょうか。

問合せ・申込み

　（公財）埼玉県賢・アイバンク協会

　　 　０４８－８３２－３３００

　　　（平日　午前９時～午後５時）

　※上記以外

　　さいたま赤十字病院

　 （夜間・休日受付）

　　 　０４８－８５２－１１１１

向
か
っ
て
左
か
ら
吉
野
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
、

若
林
さ
ん

アイバンクへ献眼登録をお願いします

－目の不自由な人のために愛の光を－－目の不自由な人のために愛の光を－
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